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　海洋研究開発機構 （JAMSTEC） の

無人探査機 「ハイパードルフィン」 のカ

メラが、 珍しい渦巻き状の溶岩を捉えま

した。 伊豆大島の西、 熱川沖の比較的

平坦な水深約 1000 m の海底です。 こ

の海域は、 新しい玄武岩質溶岩で覆わ

れています。一般に冷たい深海底では、

玄武岩マグマは急冷して枕状溶岩 （断

面が枕のような丸い形の溶岩） を形成し

ます。 実際に、 枕状溶岩も多く見られ

ました。 しかし、 写真の溶岩は渦巻き

の形をしています。 このような形は、 高

温で粘性の低いマグマが大量に噴出し、

その表面が冷えても全体はまだ十分に

熱く、マグマの連続的な供給により表面

が固まりながら回転していたためにでき

たと考えられます。 このほか、 より粘性

の低いタイプのシートフロー （薄い板状

の溶岩） も見られました。 このような溶

岩の特徴が、 全長 16 km にもわたって

つらなる 「熱川沖長大溶岩流」 を形づ

くったと考えられます。 これらの溶岩の

表面はほとんど堆積物に覆われておら

ず、カイロウドウケツ （海綿） やソフトコー

ラル （サンゴ） などの付着生物が見られ

ました。

深海の造形の妙

渦巻く溶岩
ハイパードルフィンにて撮影

伊豆大島と伊豆半島の間の海底

北緯 34-51.287 東経 139-12.662
水深 1006.9 m （p. 20, 図 1の②）
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